
「永遠に完全な者とされた大祭司」        2018 年 12 月 27 日 

ヘブライ人への手紙 7 章 23 節～28 節 また、レビの系統の祭司たちの場合には、死と 

いうものがあるので、務めをいつまでも続けることができず、多くの人たちが祭司に任命

されました。しかし、イエスは永遠に生きているので、変わることのない祭司職を持って

おられるのです。それでまた、この方は常に生きていて、人々のために執り成しておられ

るので、御自分を通して神に近づく人たちを、完全に救うことがおできになります。この

ように聖であり、罪なく、汚れなく、罪人から離され、もろもろの天よりも高くされてい

る大祭司こそ、わたしたちにとって必要な方なのです。この方は、ほかの大祭司たちのよ

うに、まず自分の罪のため、次に民の罪のために毎日いけにえを献げる必要はありません。

というのは、このいけにえはただ一度、御自身を献げることによって、成し遂げられたか

らです。律法は弱さを持った人間を大祭司に任命しますが、律法の後になされた誓いの御

言葉は、永遠に完全な者とされておられる御子を大祭司としたのです。 

 

レビの系統の祭司たちの場合には、人であるからやがて死に、祭司の務めをいつまでも 

続けることができないので、多くのレビの人たちが祭司に任命された。メルキゼデクのよ

うな普遍性がない。そこで、メルキゼデクのような別の祭司が立てられる必要がある。主

イエスはユダ族出身であることから、レビの系統ではない、別の祭司として立てられたこ

とは明らかである。そして、主イエスは、神の誓いによって、永遠の祭司として、神に選

ばれ、神に保証されたのである。また、この方は、十字架の死から復活され、永遠に生き

て、人々のために執り成し、御自分を通して神に近づく人たちを、完全に救うことがおで

きになる。主イエスは肉の律法によらず、朽ちない神の命と誓いによって立てられ、希望

をもたらした。私たちは、この希望によって神に近づくことができる。「このように聖で

あり、罪なく、汚れなく、罪人から離され、もろもろの天よりも高くされている大祭司こ

そ、わたしたちにとって必要な方なのです。」 

永遠の大祭司イエスは、他の大祭司たちのように、まず自分の罪のため、次に民の罪の

ために毎日いけにえを献げる必要はない。というのは、大祭司イエスは、いけにえをただ

一度、御自身を十字架に献げることによって、成し遂げられたからである。律法は弱さを

持った人間を大祭司に任命するが、律法の後になされた誓いの御言葉は、永遠に完全な者

とされておられる御子イエスを大祭司としたのである。 

 ユダヤ人は律法を厳守することによって、神からの「義」に与ろうとしたが、律法は罪

を生み出し、罪は死をもたらす。律法によっては、義に到達することはできない。主イエ

スは、十字架に御自身を献げ、罪を赦し、復活によって神からの義を、神に命に与る救い

の道を切り開いてくださった。パウロは復活した主イエスとの出会いによって、律法の束

縛からの解放を知らされ、自分の宗教的な実存体験により、この福音を宣教したのである。

その喜びは絶大で、命を賭して、福音宣教に邁進した。 

 ヘブライ書の「著者」は、パウロの宗教的実存体験とは違い、旧約聖書の大祭司職から

説き起こし、神の御子イエスこそ、人間の罪を贖い、神に執り成す大祭司であると説いて

いる。二人とも、旧約聖書時代の終焉を告げ、主イエスによる新しい約束の時代の到来を、

歓喜をもって語っている。私たちは、二人の言葉を受け入れ、主イエスにおける救いの確

かさと喜びを、自分のものにしたいと思う。 


